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金正恩「新年の辞」：2013／2014／2015（比較）

2013 年 2014 年 2015 年

（前年の総括）

（本年の特徴）

昨年、わが軍隊と人

民は金正日同志の構

想と遺訓を実現する

ための総攻撃戦を繰

り広げ、祖国の歴史

に燦然と輝く歴史的

勝利を達成しまし

た。

昨年わが軍隊と人民

は、複雑かつ厳しい情

勢と相次ぐひどい天

災の中でも、堅忍不抜

の意志と百折不撓の

闘争によって社会主

義強盛国家の建設と

人民生活の向上に大

きな前進をもたらし

ました。

新年 2013 年は、金日

成・金正日朝鮮の新

たな１００年代の進

軍路で社会主義強盛

国家建設の画期的な

局面を開く壮大な創

造と変革の年です。

…

今年われわれは、栄え

ある祖国―朝鮮民主

主義人民共和国創建

６５周年と偉大な祖

国解放戦争(朝鮮戦

昨年は全党、全軍、全

人民が党の示した新

たな並進路線を体し

て総攻撃戦を展開し、

社会主義強盛国家建

設と社会主義防衛戦

で輝かしい勝利を収

めた誇り高い年でし

た。

昨年、人民軍と人民は

党のまわりに固く団

結し、金日成同志と金

正日同志の思想と偉

業を輝かし、われわれ

の 革 命 隊 伍 の 政 治

的・思想的威力を一層

強化しました。

新しい年 2014 年は、

社会主義強盛国家建

設のすべての部門で

新たな飛躍の熱風を

強く巻き起こし、先軍

朝鮮の繁栄期を開く

壮大な闘争の年、偉大

な変革の年です。

昨年は、党の指導のも

とに強盛国家建設の

すべての部門で最後

の勝利を早めるため

の土台を打ち固め、朝

鮮の不抜の威力を轟

かせた輝かしい勝利

の年でした。

昨年、党と人民大衆の

渾然一体がさらに強

固になり、革命隊伍の

純潔性と威力がさら

に強化されました。

新しい年 2015 年は、

祖国解放 70 周年と朝

鮮労働党創立 70 周年

に当たる非常に意義

深い年です。
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（本年のスローガン）

（党の建設・役割）

争)勝利６０周年を迎

えます。

「宇宙を征服したそ

の精神、その気迫で

経済強国建設の転換

的な局面を切り開い

ていこう！」これが

今年、わが党と人民

が掲げていくべき闘

争スローガンです。

（順番：経済建設・国

防産業の後）

党組織の戦闘的機能

と役割をいっそう高

めるべきです。

すべての党組織は当

該単位の政治的参謀

部として党政策の実

行において政策的要

求を明確にし、組

織・政治活動を綿密

に行って、今年、自

己の部門、自己の単

位の活動で革新的高

「勝利の信念を持っ

て強盛国家建設のす

べての部門で飛躍の

熱風を強く巻き起こ

そう！」、これが今年、

わが党と人民が掲げ

ていくべき戦闘的ス

ローガンです。

（順番：経済建設・国

防産業の後）

われわれは、金正日同

志が全社会の金日成

主義化綱領を宣布し

て 40 年目に当たる意

義深い今年、党を組織

的、思想的に強化し、

社会の全構成員を金

日成・金正日主義者に

育て、革命隊伍の一心

団結をさらに強化し

なければなりません。

党内に唯一的指導体

「ともに白頭の革命

精神をもって最後の

勝利を早めるための

総攻撃戦に立ち上が

ろう！」というスロー

ガンを高く掲げ、全軍

隊と人民が 10 月の大

祝典場に向かって力

走しなければなりま

せん。われわれは白頭

の精神と気概を持ち、

思想と銃剣、科学技術

の威力によって社会

主義のわが祖国の尊

厳と富強・繁栄のため

の総攻撃戦で栄えあ

る勝利者にならなけ

ればなりません。

党創立 70 周年を迎え

る今年、朝鮮人民のす

べての勝利の組織者

であり導き手である

党の指導力と戦闘力

を強化するうえで新

たな里程標をもたら

さなければなりませ

ん。

党の唯一的指導体系

を確立する活動を絶

えず深化させて、全党

が党中央と思想も呼

吸も歩みもともにす
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（経済建設）

揚を起こすべきで

す。党組織は母親の

気持ちですべての人

を懐に抱いて温かく

見守り導き、彼らが

あくまで党と運命を

ともにし、自分の持

ち場で与えられた任

務を責任を持って遂

行するようにすべき

です。

党活動を１９７０年

代のように火線式に

かえ、金正日的愛国

主義を実践活動に具

現させることに党活

動の力を集中すべき

です。

金正日的愛国主義は

金日成民族の永遠な

る精神であり息吹で

あり、富強祖国建設の

原動力でもあります。

党組織は、すべての幹

部と党員、勤労者が金

正日的愛国主義を血

潮たぎる胸に秘め、社

会主義祖国の隆盛・繁

栄をめざす今日の聖

なるたたかいで愛国

的熱意と献身性を高

く発揮するようにす

べきです。

今年のすべての経済

活動は、これまで築か

系を確立し、党隊伍の

純潔を確固と保持し、

党組織の戦闘的機能

と役割を高めなけれ

ばなりません。

幹部と党員と勤労者

に対する思想教育を

強化して、彼らがいつ

どこにあってもひと

えに偉大な金日成同

志、金正日同志とわが

党以外には誰も認め

ないという確たる信

念を抱き、党の思想と

意図どおり思考し行

動するようにしなけ

ればなりません。党と

革命隊伍の統一団結

を阻害し、一心団結を

害する些細な行為と

要素に対しても警戒

心をもって対処し、徹

底的に排撃しなけれ

ばなりません。われわ

れの制度をむしばむ

異質な思想と退廃的

な風潮を一掃するた

たかいを強力に繰り

広げて、敵の思想的・

文化的浸透策動を断

固粉砕しなければな

りません。

われわれは今年、農業

部門と建設部門、科学

るようにしなければ

なりません。

われわれは既存の自

立経済の土台とあら
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（国防工業部門）

（祖国統一）

れた自立的民族経済

の土台をさらに強固

にし、十分に活用して

生産を大いに増やし、

人民生活の安定と向

上のためのたたかい

とならなければなり

ません。

国防工業部門では、

党の軍事戦略思想を

実現しうる朝鮮式の

先端武力装備をより

多く製作し、白頭山

革命強兵の兵器廠と

しての使命を果さな

ければなりません。

今年、全民族が団結

し、民族あげての統

一愛国闘争によって

祖国統一の新たな局

面を開かなければな

りません。

国の分裂に終止符を

打ち、統一を実現す

るうえで提起される

重要な問題は、北と

技術部門が先頭に立

って革新ののろしを

高く掲げ、そののろし

が社会主義建設のす

べての部門で飛躍の

炎となって激しく燃

え上がるようにすべ

きです。

今年は、偉大な領袖金

日成同志が社会主義

農村問題に関するテ

ーゼを発表して 50 年

目に当たる意義深い

年です。

国防工業部門では、

軽量化、無人化、知能

化、精密化された朝鮮

式の近代的な武力装

備をより多く生産し

て、自衛的国防力をし

っかりと打ち固める

べきです。

今年は、金日成同志が

祖国統一に関する歴

史的文書に生涯の最

後の親筆を残して 20

年目に当たる年です。

われわれは金日成同

志と金正日同志の遺

訓を体して、今年、祖

国統一運動に新たな

前進をもたらさなけ

ゆる潜在力を最大限

に動員して、人民生活

の向上と経済強国建

設に画期的転換をも

たらさなければなり

ません。

意義深い今年、人民生

活の向上において転

換をもたらさなけれ

ばなりません。

農業と畜産業、水産業

を 3本の柱とし、人民

の食の問題を解決し、

食生活水準を一段と

高めなければなりま

せん。

国防工業部門では、党

の並進路線を貫徹し

て軍需生産の主体化、

近代化、科学化を推進

し、朝鮮式の強力な最

先端武力装備を大い

に開発し、さらに完成

させていくべきです。

わが民族が外部勢力

によって分断されて

から 70 年の歳月が流

れました。

その間、世界ははるか

に前進し、時代は大き

く変わったにもかか

わらず、わが民族が今

なお統一を実現でき

ず、分断の苦しみをな
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南の対決状態を解消

することです。

これまでの北南関係

が示しているよう

に、同族の対決によ

って招かれるのは戦

争だけです。南朝鮮

の反統一勢力は民族

対決政策を放棄し、

民族の和解と団結、

統一の道に進むべき

です。

北南共同宣言を尊重

し履行するのは、北

南関係を進展させ、

統一を早めるための

根本的前提です。

北と南、海外の全同

胞は、新世紀の民族

共同の統一大綱であ

り、平和・繁栄の里

程標である６・１５

共同宣言と１０・４

宣言をあくまで履行

するために積極的に

たたかわなければな

りません。

祖国統一問題はわが

民族同士で力を合わ

せて自主的に解決し

なければなりませ

ん。

祖国統一の主体は全

朝鮮民族であり、全

民族が力を合わせれ

ばこの世に不可能な

ればなりません。

国の統一問題を

同胞の志向と要求に

即して解決するため

には、外部勢力を排撃

し、「わが民族同士」

の立場を堅持しなけ

ればなりません。

祖国統一の主体は北

と南、海外の全朝鮮民

族であり、国の統一は

「わが民族同士」の立

場を堅持してこそ、民

族の利益と要求に即

して自主的に実現す

ることができます。わ

が民族の問題、北南関

係の問題を外部に持

ち出して「国際共助」

を請うのは、民族の運

命を外部勢力の玩弄

物にする恥ずべき事

大主義的な売国行為

です。北と南は祖国統

一3大原則と北南共同

宣言に明記されてい

る自主の原則を堅持

し、「わが民族同士」

の立場を貫くととも

に、共同宣言を尊重し

誠実に履行しなけれ

ばなりません。

民族の安全と平和を

守るために積極的に

たたかわなければな

りません。

めているのは誰もが

知るいらだたしいこ

とであり、誰もが痛憤

していることです。世

紀にわたる民族分断

の悲劇をこれ以上忍

ぶことも、許すことも

できません。

昨年、われわれは北南

関係の改善と祖国統

一のための重大提案

を提起し、それを実現

するため誠意ある努

力を尽くしました。し

かし、内外の反統一勢

力の妨害策動によっ

てしかるべき実を結

ぶことができず、北南

関係はかえって悪化

の道へ突き進みまし

た。

たとえ情勢は複雑で

障害と難関が横たわ

っていてもわれわれ

は金日成同志と金正

日同志の畢生の念願

であり民族最大の宿

願である祖国の統一

を必ず実現し、この地

に尊厳ある富強な統

一強国を建設しなけ

ればなりません。

「祖国解放 70 周年に

当たる今年、全民族が

力を合わせて自主統

一の大路を開いてい
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ことはありません。

北と南、海外のすべ

ての朝鮮民族は民族

優先、民族重視、民

族団結の立場に立っ

て、全民族的偉業で

ある祖国統一の大義

にすべてを服従させ

志向させなければな

りません。すべての

朝鮮民族は外部勢力

の支配と干渉、侵略

と戦争策動を断固排

撃し、祖国統一を妨

げるいかなる行為も

容認してはなりませ

ん。

われわれは祖国統一

の前途にいかなる試

練と難関が横たわろ

うとも、全民族の団

結した力で三千里の

国土に統一され繁栄

する強盛国家を必ず

打ち立てるでありま

しょう。

アメリカと南朝鮮の

好戦分子は、朝鮮半島

とその周辺に核戦争

装備を大々的に搬入

して北侵核戦争演習

を狂乱的に繰り広げ

ており、そのため、些

細な偶発的軍事衝突

も全面戦争に発展し

かねない危険な情勢

が生じています。今こ

の地で再び戦争が起

これば、それははかり

知れない核の惨禍を

もたらすであろうし、

アメリカも決して無

事ではありません。す

べての朝鮮民族は、内

外の好戦勢力の対決

と戦争策動を絶対に

許さず、断固阻止し、

破綻させなければな

りません。

北南間の関係改善の

ための雰囲気をつく

り出さなければなり

ません。

わが民族が外部勢力

のために別れて暮ら

しているのも胸の痛

むことであるのに、民

族同士が誹謗し嫉視

反目するのは絶対に

容認できないことで

あり、それは朝鮮の統

一を望まない勢力に

こう！」、これが全朝

鮮民族の掲げていく

べき闘争スローガン

です。

朝鮮半島での戦争の

危険を取り除いて緊

張を緩和し、平和的環

境をつくりださなけ

ればなりません。

今、南朝鮮で毎年絶え

間なく繰り広げられ

る大規模な戦争演習

は朝鮮半島の緊張を

激化させ、民族の頭上

に核戦争の危険を招

く主な禍根です。相手

側に反対する戦争演

習が繰り広げられる

殺伐たる雰囲気の中

で信義のある対話が

行われるはずはなく、

北南関係が前進しな

いということは言う

までもありません。

侵略的な外部勢力と

手を組んで同族に反

対する核戦争演習に

執着するのは自ら災

いを招く危険千万な

行為です。

われわれは国の自主

権と尊厳を侵すいか

なる挑発や戦争策動

にも断固と対応し、懲

罰を加えるでしょう。

南朝鮮当局は、外部勢
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漁夫の利を与えるだ

けです。今こそ百害あ

って一利なしの誹謗

中傷をやめるべき時

であり、和解と団結を

妨げることをこれ以

上すべきではありま

せん。南朝鮮当局は、

無謀な同族対決と「従

北」騒ぎを繰り広げて

はならず、自主、民主、

祖国統一を求める同

胞の声に耳を傾け、北

南関係の改善に乗り

出さなければなりま

せん。われわれは、民

族を重んじ統一を望

む人であれば、誰であ

ろうと過去を問わず

ともに進むであろう

し、今後も北南関係の

改善のために極力努

力するでしょう。

北と南、海外の全同胞

は、真の愛国の旗、「わ

が民族同士」の理念の

もとに固く団結し、祖

国統一のための全民

族的闘争に立ち上が

り、今年、自主統一と

平和・繁栄の新局面を

切り開くべきです。

力とともに繰り広げ

る無謀な軍事演習を

はじめ戦争策動を一

切中止すべきであり、

朝鮮半島の緊張緩和

と平和的環境づくり

に方向を転換すべき

です。

わが民族を二つに分

け、70 年の長きにわた

り民族分裂の苦しみ

を強いてきた張本人

であるアメリカは、時

代錯誤の対朝鮮敵視

政策と無分別な侵略

策動に固執せず、大胆

に政策転換をすべき

でしょう。

北と南はそれぞれの

思想と体制を絶対視

して体制上の対決を

追求してはならず、わ

が民族同士の理念に

基づいて民族の大団

結を成し遂げ、祖国統

一の問題を民族共通

の利益に即して順調

に解決していかなけ

ればなりません。

それぞれの思想と体

制を相手側に強要し

ようとしては、いつに

なっても祖国統一の

問題を平和的に解決

することはできず、も

たらされるのは対決
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と戦争しかありませ

ん。

われわれは人民大衆

中心の朝鮮式社会主

義体制が最もすぐれ

たものであっても、決

してそれを南朝鮮に

強要せず、強要したこ

ともありません。

南朝鮮当局は、北南間

の不信と葛藤をあお

る「体制統一」を追求

してはならず、相手側

の体制を冒涜し、あち

こち訪ね回って同族

を害する不純な請託

を取りやめるべきで

す。

北と南はすでに合意

したとおり、祖国統一

の問題を思想と体制

を超越して民族共通

の利益に即して解決

していかなければな

りません。

北南間の対話と協商、

交流と接触を活発に

行って断たれた民族

のきずなと血脈をつ

なぎ、北南関係におい

て大転換、大変革をも

たらさなければなり

ません。

北と南が戦わず、力を

合わせて統一の新た

な道を切り開くこと
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は同胞の等しい願い

です。北と南はこれ以

上無意味な口論やさ

細な問題で時間とエ

ネルギーを浪費して

はならず、北南関係の

歴史を新しくつづら

なければなりません。

わが民族の意志と力

を合わせるなら成し

得ないことはありま

せん。北と南はすでに

統一の道で 7・4 共同

声明と歴史的な 6・15

共同宣言、10・4 宣言

のような統一憲章、統

一大綱をもたらして

民族の統一意志と気

概を全世界に示しま

した。

われわれは、南朝鮮当

局が心から対話によ

って北南関係の改善

を図ろうとする立場

に立つなら、中断され

た高位級接触も再開

し、部門別の会談も行

うことができると思

います。

そして雰囲気と環境

がもたらされ次第、最

高位級会談も開催で

きない理由はありま

せん。

われわれは今後とも

対話と協商を実質的
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（国際情勢・アメリ

カ）

今日、国際舞台では

主権国家に対する帝

国主義者の干渉と軍

事的侵略策動のた

め、人類の平和と安

全に重大な危険がつ

くりだされており、

特に朝鮮半島を含む

アジア・太平洋地域

は恒常的な緊張が漂

う世界最大の発火地

域となっています。

あらゆる支配と従属

に反対し、自主的に

生きようとする人類

の志向と念願はさら

に強くなっており、

自主と正義の道へ進

む歴史の流れはなん

びとも押し止めるこ

とができません。

今日の国際情勢は、

わが共和国がこれま

でと同様、先軍の旗

昨年、国際舞台では、

主権国家の自主権と

人類の生存権を脅か

す帝国主義者の干渉

と戦争策動が間断な

く続きました。

特に、世界最大のホッ

ト・スポットである朝

鮮半島では、わが共和

国を圧殺しようとす

る敵対勢力の核戦争

策動のため一触即発

の戦争の危険が生じ、

地域と世界の平和と

安全がはなはだしく

脅かされました。

朝鮮人民にとって平

和はこのうえなく貴

重ですが、それは望ん

だり哀願するからと

いってもたらされる

わけではありません。

朝鮮半島にわれわれ

を狙った核戦争の暗

に進捗させるために

あらゆる努力を尽く

すでしょう。

全朝鮮民族は国の統

一を実現するための

民族あげての運動に

こぞって立ち上がり、

今年を自主統一の大

路を開く一大転換の

年にしなければなり

ません。

昨年、国際舞台では帝

国主義者の横暴な専

横と露骨な主権侵害

行為により、各国と地

域で戦乱と流血の惨

劇が続き、世界の平和

と安全ははなはだし

く脅かされました。

特に社会主義の堡塁

であり自主と正義の

とりでであるわが共

和国を孤立・圧殺しよ

うとするアメリカの

極端な対朝鮮敵視政

策によって、朝鮮半島

では緊張激化の悪循

環が続き、戦争の危険

はさらに増大しまし

た。

アメリカとその追随

勢力はわれわれの自

衛的な核抑止力を破

壊し、わが共和国を力

によって圧殺しよう
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を高く掲げて自主の

道を進むことを求め

ています。

われわれは今後と

も、自主、平和、親

善の理念のもとにわ

が国の自主権を尊重

し、われわれに友好

的な世界各国との友

好・協力関係を拡大、

発展させ、地域の平

和と安定を守り、世

界の自主化を実現す

るために大いに努力

するでしょう。

雲が常時漂っている

状況下で、われわれは

決して袖手傍観する

ことはできず、強力な

自衛力によって国の

自主権と平和を守り、

民族の尊厳を固守す

るでしょう。

わが党と共和国政府

は、今後も自主、平和、

親善の対外政策理念

を堅持して、わが国の

自主権を尊重し、わが

国に友好的に対する

す べ て の 国 と の 親

善・協力関係を発展さ

せ、世界の平和と安

全、人類共同の繁栄の

ために極力努力する

でしょう。

とする企図が実現で

きなくなると、卑劣な

「人権」騒ぎに取りす

がっています。

国際舞台で力による

強権がのさばり、正義

と真理が無残に踏み

にじられている今日

の現実は、われわれが

先軍の旗を高く掲げ

て核抑止力を中軸と

する自衛の国防力を

強固に固め、国の生命

である国権を揺るぎ

なく守ってきたこと

がいかに正当であっ

たかを如実に示して

います。

われわれは今後、国際

情勢がどう変わり、周

辺関係の構図がどう

変わろうと、われわれ

の社会主義制度を圧

殺しようとする敵の

策動が続く限り、先軍

政治と並進路線を変

わることなく堅持し、

国の自主権と民族の

尊厳を断固として守

るでしょう。われわれ

は革命的原則と自主

の支柱に基づいて国

の尊厳と利益を第一

とし、対外関係を多角

的に、主動的に拡大し

発展させていくでし
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（展望・アピール） 新年にわれわれの前

途にはより明るく

広々とした展望が開

かれており、朝鮮人

民の進む道には常に

勝利と栄光があるの

みです。

こぞって金日成－金

正日主義の旗を高く

掲げて党のまわりに

固く団結し、わが国、

わが祖国の富強・繁栄

のために力強くたた

かいましょう。

われわれに提起され

ている闘争課題は膨

大であり、われわれの

前途には難関もあり

ますが、偉大な金日

成・金正日主義の旗の

もとに前進するわれ

われの革命偉業は必

勝不敗です。

ともに、遠大な抱

負と確固たる信念を

持って党のまわりに

一致団結し、新しい年

のより大きな勝利に

向けて力強くたたか

っていきましょう。

ょう。

わが党と共和国政府

は平和を愛し自主と

正義を志向する世界

の進歩的人民との紐

帯と連帯をあらゆる

面から強化し、わが国

の自主権を尊び、われ

われを友好的に遇す

る国々との善隣・友好

関係を積極的に発展

させていくでしょう。

偉大な党の指導に従

って確固不動の革命

的信念と必勝の気概

をもって白頭の吹雪

のごとく突っ走るわ

が軍隊と人民の行く

手をさえぎる力はこ

の世になく、最後の勝

利は必ずわれわれの

ものです。

ともに、党のまわりに

一層強く団結して最

後の勝利の進軍歌を

高らかに歌いながら、

意義深い今年を偉大

な勝利の年、革命的大

慶事の年として飾る

ために力強くたたか

っていきましょう。


